






〔まとめ〕 

 1)1 才未満の通院状況は家庭での養育上の不安から感冒症状で来院が圧倒的に多い。 

 2)2 才までの入院する疾患は CLD に基ずく下気道感染症が多いため，未熟児室からの退

院時に家族へこの点を留意させる必要がある。 

 3)未熟児を管理した施設では再入院に対する配慮が必要であり,遠隔地の症例について

はホームドクターの紹介や保健婦等の密接な連絡網の整備,即ち Medical Support と 

Social Support の確立を必要とする。 


